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常
任
委
員
会
審
査総

務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
案
第
96
号　

南
相
馬
市
情
報
公

開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

非
公
開
情
報
の
定
義
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

情
報
と
し
て
未
成
熟
で

あ
っ
て
、
そ
れ
を
公
開
す
る
こ
と

が
市
民
に
不
正
確
な
情
報
を
伝
え

た
り
、
誤
解
を
与
え
る
な
ど
と
判

断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

質　

疑　

未
成
熟
な
情
報
の
範
囲

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

行
政
と
し
て
意
思
決
定

が
さ
れ
て
な
い
も
の
、
計
画
検
討

段
階
の
中
途
に
あ
る
も
の
で
あ

る
。

質　

疑　

行
政
区
民
の
名
簿
な
ど

既
に
決
定
し
た
情
報
と
す
れ
ば
開

示
す
る
の
か
。

答　

弁　

個
人
情
報
に
基
づ
く
情

報
に
つ
い
て
は
、
情
報
公
開
の
対

象
と
は
な
ら
な
い
。

討　

論　

大
綱
で
は
了
と
す
る
が

個
人
情
報
保
護
と
い
う
名
の
も
と

に
真
に
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
な

い
現
状
が
あ
る
。
個
人
情
報
と
い

い
な
が
ら
も
必
要
な
情
報
は
開
示

す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
情
報
公
開

を
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
意
見
を
附
し
、
賛
成
と
の

意
見
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
100
号
・
101
号
・
102
号
・
103

号
専
決
処
分
の
報
告
及
び
そ
の
承

認
に
つ
い
て
。

質　

疑　

55
歳
を
超
え
る
管
理
職

職
員
に
つ
い
て
、
当
分
の
間
給
料

月
額
等
を
減
額
す
る
と
し
て
い
る

が
当
分
の
間
と
は
い
つ
ま
で
か
伺

う
。

答　

弁　

民
間
給
与
と
の
比
較
に

お
い
て
、
そ
の
差
異
が
な
い
と
判

断
さ
れ
る
時
期
ま
で
で
あ
り
、
現

時
点
で
は
い
つ
ま
で
と
は
い
え
な

い
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
承
認
。

議
案
第
112
号　

平
成
22
年
度
南
相

馬
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

質　

疑　

新
し
く
整
備
す
る
機
器

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

オ
ー
ト
エ
ン
ボ
ッ
サ
は

診
療
券
発
行
機
。
老
朽
化
に
伴
う

更
新
。
ハ
ン
デ
ィ
ナ
ー
ス
コ
ー
ル

は
、
看
護
師
が
詰
所
を
空
け
た
と

き
に
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
受
信
す
る

機
械
。
不
具
合
に
よ
る
更
新
。
患

者
画
像
情
報
装
置
は
、
デ
ー
タ
を

管
理
す
る
機
械
の
動
作
が
不
安
定

な
た
め
の
更
新
で
あ
る
。

質　

疑　

資
金
計
画
の
中
で
、
前

年
度
未
収
金
、
未
払
い
金
が
増
額

し
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

平
成
21
年
度
に
購
入
を

予
定
し
て
い
た
２
億
円
の
血
管
造

影
装
置
を
平
成
21
年
度
の
３
月
に

購
入
し
た
が
、
実
際
の
支
払
い
が

４
月
と
な
り
、
未
払
い
金
が
発
生

し
、
未
収
入
金
も
多
額
に
発
生
し

た
。

討　

論　

現
在
、
病
院
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
に
つ
い
て
の
補
正
は

適
正
と
考
え
る
。
総
合
病
院
、
小

高
病
院
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、公
的
病
院
と
し
て
の
役
割
、

市
民
の
生
命
を
守
る
立
場
を
改
革

プ
ラ
ン
に
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
希
望
し
賛
成
と
の
意
見
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
104
号　

平
成
22
年
度
南
相
馬

市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

退
職
手
当
積
立
金
に
つ

い
て
、
水
準
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

答　

弁　

積
立
金
に
つ
い
て
は
10

年
間
を
見
据
え
、
ど
の
程
度
の

積
立
額
が
必
要
か
計
算
し
て
い

る
。
毎
年
退
職
手
当
分
と
し
て

６
億
５
千
万
円
を
計
上
し
、
退
職

手
当
が
６
億
５
千
万
を
下
回
っ
た

場
合
に
は
そ
の
差
額
を
基
金
に
積

み
立
て
、
上
回
っ
た
場
合
に
は
基

金
か
ら
繰
り
出
す
こ
と
と
し
て
い

る
。
10
年
後
を
見
据
え
る
と
、
金

額
の
平
準
化
が
図
れ
る
と
考
え
て

い
る
。

質　

疑　

今
後
の
公
用
車
に
お
け

る
エ
コ
カ
ー
購
入
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

弁　

市
と
し
て
は
こ
れ
ま
で

も
低
燃
費
・
低
公
害
車
を
選
ん
で

き
た
が
、
今
後
は
率
先
し
て
低
炭

素
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

カ
ー
の
導
入
を
進
め
て
い
き
た

い
。

質　

疑　

南
相
馬
市
に
お
け
る
予

備
費
の
設
定
方
針
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

弁　

予
備
費
に
つ
い
て
は
県

の
予
算
編
成
方
針
と
同
じ
く
予
算

総
額
の
0.1
〜
0.5
％
額
ベ
ー
ス
で
考

え
て
お
り
南
相
馬
市
で
は
５
千
万

円
程
度
を
基
準
に
設
定
し
て
い

る
。

質　

疑　

今
回
予
備
費
に
つ
い
て

は
500
万
円
の
増
額
補
正
と
な
っ
て

い
る
が
、
地
域
経
済
を
立
て
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
中
で

重
要
な
事
業
の
拡
大
を
図
る
と

か
、
他
の
事
業
を
実
施
す
る
と

い
っ
た
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
伺

う
。

答　

弁　

国
の
補
正
予
算
も
成
立

し
て
お
り
、
今
後
早
い
時
期
に
今

あ
る
財
源
の
中
で
、
最
大
の
経
済

対
策
を
視
野
に
入
れ
た
事
業
展
開

を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
今
の

段
階
で
留
保
し
て
い
る
財
源
に
応

じ
て
、
適
切
な
時
期
に
必
要
な
事

業
に
充
当
す
る
考
え
で
い
る
。
今

回
の
予
備
費
計
上
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
事
業
費
を
措
置
し
た
後
の

調
整
で
あ
る
。

討　

論　

現
在
の
厳
し
い
経
済
環

境
の
中
、
歳
入
部
分
の
確
保
に
十

分
配
慮
し
、
歳
出
に
つ
い
て
も
現

状
を
ふ
ま
え
た
各
種
事
業
へ
の
予

算
措
置
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の

取
り
組
み
姿
勢
を
堅
持
し
な
が

ら
、
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
賛
成
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

請
願
第
17
号　

公
共
施
設
に
お
け

る
畳
の
地
元
業
者
へ
の
発
注
に
つ

い
て
。

審
査
の
結
果
、
採
択
。

南相馬市立総合病院
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常
任
委
員
会
審
査

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
案
第
98
号　

南
相
馬
市
定
住
促

進
住
宅
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

現
在
、
入
居
し
て
い
る

市
営
住
宅
が
用
途
廃
止
等
に
な
っ

て
、
移
転
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

状
況
に
な
っ
た
時
の
家
賃
は
ど
う

な
る
の
か
伺
う
。

答　

弁　

基
本
的
に
６
年
間
を
か

け
て
現
在
の
新
し
い
家
賃
の
設
定

を
す
る
。
毎
年
６
分
の
１
ず
つ
金

額
を
上
げ
て
、
６
年
目
に
は
現
在

の
入
居
基
準
に
あ
る
家
賃
に
な

る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
115
号　

財
産
の
取
得
に
つ

い
て

質　

疑　

取
得
金
額
の
算
定
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

雇
用
促
進
能
力
開
発

機
構
で
２
社
の
不
動
産
鑑
定
を

行
っ
た
結
果
、
平
均
で
の
評
価
が

１
億
138
万
１
千
円
と
い
う
評
価

で
、
入
居
者
付
で
５
割
と
い
う
機

構
の
決
ま
り
で
、
消
費
税
を
含
ん

で
５
千
322
万
５
千
25
円
に
な
っ

た
。

質　

疑　

こ
の
金
額
で
取
得
す
べ

き
と
判
断
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

弁　

価
額
に
関
し
て
は
、
何

回
も
交
渉
を
重
ね
て
お
り
、
市
で

は
鹿
島
区
の
老
朽
化
し
た
市
営
住

宅
50
戸
削
減
で
の
移
転
先
と
し
て

の
必
要
性
と
、
市
営
住
宅
の
管
理

目
標
は
経
済
不
況
に
よ
る
雇
用
の

悪
化
も
あ
っ
て
、
住
宅
困
窮
者
が

増
え
る
要
素
も
あ
り
、
そ
う
い
っ

た
方
々
に
適
切
に
提
供
で
き
る
住

宅
の
ス
ト
ッ
ク
も
考
え
、
さ
ら
に

新
築
よ
り
格
安
な
価
額
と
な
る
こ

と
か
ら
新
た
な
建
設
の
抑
制
に
対

し
て
有
効
か
つ
必
要
な
住
居
と
し

て
利
用
で
き
る
。
又
こ
れ
ら
の
購

入
に
当
た
っ
て
は
交
付
金
の
対
象

と
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
総
合
的

な
判
断
の
中
で
購
入
を
決
め
た
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
104
号　

平
成
22
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て質　

疑　

サ
ン
ラ
イ
フ
南
相
馬
管

理
運
営
事
業
で
、
冷
房
設
備
の
耐

用
年
数
が
き
て
交
換
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ

た
か
伺
う
。

答　

弁　

昭
和
59
年
に
建
物
の
建

設
時
に
設
置
さ
れ
た
設
備
な
の

で
、
26
年
間
使
用
さ
れ
た
。

質　

疑　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

施
設
等
整
備
事
業
補
助
金
で
、
発

電
で
相
当
量
の
木
材
チ
ッ
プ
を
使

用
す
る
が
、
山
を
荒
ら
さ
な
い
、

水
源
の
涵
養
力
も
落
さ
な
い
中
で

の
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

現
在
の
造
林
補
助
率

95
％
で
、
５
％
の
手
出
し
で
あ
っ

て
も
、
山
に
手
を
加
え
な
い
状
況

で
今
回
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
混
焼
発

電
は
間
伐
材
の
活
用
で
あ
り
、
今

ま
で
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
た
未
利

用
材
を
う
ま
く
回
転
す
れ
ば
負
担

軽
減
に
な
る
事
業
で
あ
る
。

　

民
有
林
で
は
皆
伐
で
な
く
、
間

伐
を
促
進
す
る
も
の
だ
が
、
間
伐

材
だ
け
で
は
今
回
の
４
万
ト
ン
、

南
相
馬
市
だ
け
で
は
生
産
能
力
が

な
い
た
め
極
力
、
市
内
の
チ
ッ
プ

製
造
業
者
２
社
に
、
山
に
置
き
ざ

り
に
な
っ
て
い
る
未
利
用
材
を
多

く
活
用
し
て
、
お
金
が
回
る
よ
う

林
業
の
再
生
、
地
域
の
山
村
経
済

の
活
性
化
を
は
か
っ
て
い
く
。

質　

疑　

福
島
県
内
か
ら
４
万
ト

ン
の
木
質
チ
ッ
プ
を
供
給
と
い
う

こ
と
だ
が
、
南
相
馬
市
と
し
て
ど

の
よ
う
な
対
応
に
な
る
の
か
伺

う
。

答　

弁　

県
内
で
４
万
ト
ン
の
枠

か
ら
ど
れ
だ
け
多
く
と
る
か
が
市

内
経
済
の
活
性
化
、
林
業
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
大
き
な
課
題
と
考

え
て
い
る
。
市
内
の
業
者
の
中
で

も
数
万
ト
ン
単
位
の
生
産
工
場
の

新
設
に
前
向
き
の
話
も
あ
る
。
低

コ
ス
ト
の
搬
出
体
制
の
確
立
の

た
め
に
、
林
業
機
械
や
道
路
網
の

整
備
、
搬
出
経
費
の
一
部
を
行
政

で
負
担
す
る
の
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
来
年
度
に
向
け
て
施
策
を
考

え
て
い
く
。

質　

疑　

中
小
企
業
振
興
資
金
制

度
信
用
保
証
料
補
助
金
で
、
今
年

度
の
景
気
動
向
も
厳
し
い
冷
え
込

み
が
続
く
中
、
建
設
業
に
お
け
る

利
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

伺
う
。

答　

弁　

例
年
、
製
造
業
が
多
い

が
、
建
設
業
に
つ
い
て
は
、
公
共

事
業
の
削
減
の
影
響
、
更
に
は
、

最
近
民
間
の
仕
事
も
減
少
な
ど
に

よ
り
今
ま
で
複
数
で
あ
っ
た
借
入

金
を
ま
と
め
、
月
ご
と
の
返
済
金

を
少
な
く
す
る
た
め
に
借
り
換
え

の
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
。

質　

疑　

環
状
１
号
線
整
備
事
業

の
補
償
補
填
は
、
予
定
し
た
物
件

数
等
の
増
減
に
よ
る
も
の
な
の
か

伺
う
。

答　

弁　

補
助
起
債
併
せ
て
当
初

の
補
償
件
数
は
９
件
だ
っ
た
も
の

が
10
件
、
用
地
費
に
つ
い
て
は
約

２
千
77
㎡
に
対
し
て
２
千
953
㎡
で

約
876
㎡
増
の
面
積
を
取
得
す
る
。

質　

疑　

工
事
費
１
億
円
減
は
ど

の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　

弁　

電
線
共
同
溝
と
い
う
こ

と
で
、
地
下
埋
設
計
画
を
県
に
お

願
い
を
し
て
い
る
。
又
街
路
計
画

の
中
で
歩
道
舗
装
は
平
板
ブ
ロ
ッ

ク
を
置
い
た
石
舗
装
か
ら
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
等
で
減
額
を
考
え

て
い
る
。

反
対
討
論　

環
状
１
号
線
の
今
年

度
の
予
算
額
が
、
３
億
円
の
大
台

を
超
え
た
。
大
幅
な
見
直
し
を
し

て
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
の
で
反

対
。

賛
成
討
論　

雇
用
促
進
住
宅
の
確

保
、
環
状
１
号
線
１
億
円
事
業
費

の
削
減
、
ま
た
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

も
将
来
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
観
点
か
ら
賛
成
。

採
決
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

請
願
第
15
号
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反

対
」
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て審
査
の
結
果
、
採
択
。

陳
情
７
号　
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

反
対
」
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

審
査
の
結
果
、
み
な
し
採
択
。

このたび市が取得した雇用促進住宅




